
特集・大学における教育実践の可能性

「
学
生
参
画
授
業
」
と
人
間
ら
し
い
”
学
び
の
場
づ
く
り
”

は
じ
め
に

ー
「
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク
」
に
よ
る
「
ク
ラ
ス
ワ
ー
ク
」
を
中
心
に
ー

●
●
　
●
●
●
●

〆
〆
　
　
　
！

／

　
「
巧
妙
に
管
理
さ
れ
た
参
加
」
に
慣
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
国
民
の

手
に
、
　
「
自
ら
主
体
的
に
参
加
す
る
」
行
為
を
取
り
戻
さ
ね
ば
な
ら

な
い
。
と
り
わ
け
教
育
の
分
野
で
は
、
学
習
者
の
「
参
加
」
の
機
会

の
量
的
拡
大
に
伴
い
、
そ
の
質
的
充
実
が
問
わ
れ
る
時
代
が
到
来
し

て
い
る
。
学
校
教
育
、
特
に
高
等
教
育
に
お
い
て
、
こ
の
課
題
は
急

務
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
筆
者
が
、
大
学
教
師
と
し
て
、
十
七
年
間
継
続
し
て

実
践
・
開
発
し
て
き
た
「
参
画
授
業
」
と
呼
ぶ
授
業
の
理
論
と
方
法

及
び
最
近
の
実
践
を
紹
介
す
る
。
特
に
「
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク
」
を
用
い

林

て
、
教
師
・
学
生
の
「
参
画
力
」

間
ら
し
い
”
学
び
の
場
づ
く
り
”

た
い
。「

参
画
授
梨
ト
と
ね
〆

義
樹

（
武
蔵
大
学
）

を
育
み
、
高
め
る
こ
と
に
よ
る
人

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
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「
参
画
授
業
」
と
は
、
学
生
自
身
が
、
　
”
学
び
の
場
づ
く
り
”
を

め
ざ
し
て
、
授
業
を
計
画
す
る
段
階
か
ら
参
加
し
、
実
施
・
評
価
・

伝
承
し
て
い
く
授
業
方
式
の
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
奉
職

し
て
き
た
三
大
学
、
二
短
期
大
学
に
お
い
て
、
の
べ
一
万
人
に
及
ぶ

学
生
と
共
に
、
本
方
式
の
開
発
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
以
下

に
紹
介
す
る
「
参
加
の
三
段
階
理
論
」
と
「
参
画
型
の
学
び
の
し
く
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み
」
を
構
築
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
表
1
に
示
す
よ
う
に
、
ま
ず
、
参
加
の
第
一
段
階

参
加
の

　
　
　
　
　
　
　
を
「
参
集
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
段
階
に
お
い
て
学
生

　
三
段
階
理
論

　
　
　
　
　
　
　
は
、
そ
の
場
に
い
あ
わ
す
だ
け
で
あ
り
、
他
者
と

の
交
流
は
見
ら
れ
ず
ま
っ
た
く
個
人
レ
ベ
ル
の
行
動
で
あ
る
。

　
次
に
、
参
加
の
第
二
段
階
を
「
参
与
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
段
階
で
は
、

学
生
同
士
、
ま
た
は
教
師
と
学
生
と
の
間
で
質
疑
・
応
答
が
活
発
に

な
さ
れ
、
自
ら
発
信
・
交
流
し
、
情
報
交
換
を
行
う
集
団
レ
ベ
ル
の

行
動
が
見
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
第
一
段
階
の
個
人
と
し
て
の
参
加

行
動
の
枠
を
破
っ
て
他
者
と
積
極
的
に
か
か
わ
る
段
階
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
究
極
的
な
参
加
の
段
階
を
「
参
画
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
段
階

ブ
）
で
す
。
他
方
、
参
加
す
る
側
か
ら
は
、

す
。
私
は
今
、
後
者
の
側
面
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

を
、
郷
土
を
、
国
を
、
地
球
を
、

と
愛
す
る
生
き
方
・
愛
し
方
と
し
て
、

思
っ
て
い
ま
す
。
愛
に
も
、
参
集
型
・
参
与
型
・
参
画
型
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し

て
い
ま
す
。

は
や
し
・
よ
し
き
●
一
九
四
六
年
福
岡
市
生
ま

れ
●
専
攻
は
教
育
学
●
主
な
著
書
に
『
学
生
参

画
授
業
論
ー
人
間
ら
し
い
“
学
び
場
づ
く
り
”

の
理
論
と
方
法
1
』
　
（
学
文
社
九
三
年
）
　
『
開

か
れ
た
学
校
と
学
習
の
体
験
化
』
　
（
共
著
教
育

研
究
所
九
二
年
）
　
『
教
育
実
習
』
　
（
共
著
ぎ
ょ

う
せ
い
九
〇
年
）
な
ど
●
「
参
画
」
と
は
、
参

加
さ
せ
る
側
か
ら
は
、
包
み
込
み
（
イ
ン
ボ
ル

　
　
　
自
己
投
企
（
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
）
で

　
　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
、
組
織

そ
し
て
家
族
を
、
恋
人
を
、
心
か
ら
生
き
い
き

　
　
こ
の
「
参
画
」
を
探
究
し
て
い
き
た
い
と

で
は
、
学
生
は
、
教
師
と
共
に
授

業
と
い
う
“
学
び
の
場
づ
く
り
”

を
担
い
合
う
べ
く
自
ら
企
画
を
立

て
、
責
任
を
持
っ
て
実
施
し
、
評

価
し
、
伝
承
す
る
。
こ
こ
ま
で
の

段
階
を
踏
ん
で
は
じ
め
て
、
本
質

的
に
主
体
的
な
参
加
行
動
だ
と
い

え
る
。
図
1
は
、
こ
の
三
つ
の
段

階
の
イ
メ
ー
ジ
を
比
較
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
理
論
は
、
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
ヘ
の
参
加
だ
け
で
な
く
、

社
会
集
団
、
組
織
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
等
へ
の
参
加
の
段
階
の
説
明

に
も
援
用
可
能
で
あ
る
。

　
こ
の
三
段
階
理
論
に
し
た
が
っ

て
、
　
「
参
画
」
を
よ
り
一
般
的
に

定
義
す
る
と
、
　
「
参
集
・
参
与
段

階
の
か
か
わ
り
方
を
踏
ま
え
て
、

参加の三段階表1

段　　階 コンセプト キーワード 参加の局面 行動のレベル 理解の程度

第1段階
参　　　集

Attendance
いあわす

実　　　施

段階のみ
個人的 断片的

第2段階
参　　　与
Participation かかわる

評　　　価

段階にも
集団的 部分的

第3段階
参　　　画

Commitment
にないあう

伝　　　承

段階にも
組織的 包括的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
場
の
状
況
の
全
体
像
を
共
有

化
し
な
が
ら
計
画
段
階
か
ら
実
施
・
評
価
・
伝
承
段
階
に
ま
で
か
か

わ
る
こ
と
で
、
　
”
場
づ
く
り
”
そ
の
も
の
を
担
う
包
括
的
な
か
か
わ

り
方
」
と
な
る
。
そ
し
て
、
筆
者
が
実
践
し
て
き
た
「
参
画
授
業
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（
ク
ラ
ス
ワ
ー
ク
と
呼
ん
で
い

る
）
」
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
参

画
」
の
直
接
体
験
を
効
果
的
に

学
習
者
に
提
供
し
、
　
「
参
画

力
」
を
高
め
る
シ
ス
テ
ム
な
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
し

参
加
を
引
き
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
み
は
、

　
七
つ
の
し
く
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
述
し

た
三
段
階
理
論
を
も
と
に
「
参

画
型
の
学
び
」
を
め
ざ
し
、
学

習
者
の
参
加
意
欲
を
高
め
る
た

め
の
、
極
め
て
具
体
的
で
一
般

性
の
高
い
技
術
体
系
で
、
七
つ

の
し
く
み
か
ら
で
き
て
い
る
。

①
プ
レ
ゼ
ン
カ
ッ
シ
ョ
ン
ワ
ー

ク

クラスワーク
授　　業

一
♂　↓～

○←→○←→○
、　　　　　♂
○←→○

k－　　　v　　　v
○　　○　　○

V
一

（参　　画）
　　　　（1993－2，竹迫）

教師・学生の授業参加のイメージ図1
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チ
ー
ム
ま
た
は
個
人
で
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
基
づ
き
デ
ー
タ
を
収

集
し
、
自
分
た
ち
で
問
題
解
決
的
に
探
究
活
動
を
行
い
、
研
究
し
た

成
果
を
自
ら
主
催
者
に
な
っ
て
発
表
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
し

討
論
（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
し
、
そ
の
成
果
を
再
度
、
各
自
・
各

グ
ル
ー
プ
の
研
究
・
探
究
・
創
作
に
結
晶
さ
せ
る
知
的
共
同
作
業
の

し
く
み
。

②
ス
タ
ッ
フ
ワ
ー
ク

　
学
生
が
授
業
運
営
の
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
、
学
び
を
支
え
る
責
任
者

と
し
て
、
ひ
と
仕
事
を
達
成
す
る
し
く
み
。

③
作
品
化
ワ
ー
ク

　
授
業
で
配
布
さ
れ
た
プ
リ
ン
ト
や
研
究
資
料
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を

フ
ァ
イ
ル
に
整
理
し
、
見
出
し
や
目
次
を
つ
け
た
り
考
察
を
加
え
て

作
品
に
す
る
作
業
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
参
画
授
業
」
に
お
け
る
評
価

の
主
た
る
対
象
と
な
る
。

④
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ワ
ー
ク

　
「
作
品
化
活
動
」
で
作
成
さ
れ
た
作
品
群
を
「
学
ぶ
者
に
開
か
れ

た
共
有
財
産
」
と
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
共
同
利
用
す
る
し
く

み
。⑤

ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク

　
「
感
想
ラ
ベ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
紙
片
を
媒
体
に
、
意
見
交
流
を
は

か
り
、
そ
れ
ら
を
用
い
て
自
ら
の
学
び
を
振
り
返
る
「
P
R
図
解
」

に
よ
る
ラ
ベ
ル
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
シ
ス
テ
ム
。
及
び
、
こ
の
ラ
ベ
ル
を

フ
ル
に
活
用
し
て
、
自
分
た
ち
独
自
の
思
考
の
方
式
を
開
発
し
て
使

い
こ
な
す
し
く
み
で
あ
る
「
ラ
ベ
ル
思
考
」
の
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
が

あ
る
。
特
に
「
参
画
授
業
」
で
は
、
学
生
自
身
に
、
高
度
で
創
造
的
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な
情
報
処
理
能
力
が
要
求
さ
れ
る
の
で
、
ラ
ベ
ル
を
用
い
る
こ
と
で
、

多
種
・
多
量
の
情
報
を
圧
縮
し
て
、
短
時
問
に
正
確
に
処
理
す
る
必

要
が
あ
る
。
特
に
、
K
J
法
・
N
M
法
・
イ
メ
ー
ジ
法
等
に
よ
る

「
ラ
ベ
ル
思
考
」
が
有
効
で
あ
る
。

　
⑥
サ
ポ
ー
ト
ワ
ー
ク

　
参
画
授
業
を
体
験
し
た
学
生
（
先
学
）
が
後
学
（
後
輩
〉
に
授
業

づ
く
り
の
方
法
を
伝
承
し
な
が
ら
、
教
師
に
対
し
て
学
生
の
立
場
か

ら
授
業
に
つ
い
て
の
提
案
を
行
い
つ
つ
、
自
ら
も
学
ぶ
し
く
み
。
逆

に
、
後
学
の
側
か
ら
す
る
と
、
先
学
に
積
極
的
に
学
ぶ
し
く
み
。
筆

者
の
実
践
に
よ
れ
ば
、
こ
の
し
く
み
こ
そ
「
参
画
授
業
」
の
成
功
の

決
め
手
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
活
動
に
よ
り
、
学
生
自
ら
が
そ
の
大

学
に
お
け
る
固
有
の
「
学
び
」
の
文
化
づ
く
り
に
参
画
す
る
こ
と
に

な
る
。

　
⑦
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
ワ
ー
ク

　
参
画
段
階
に
お
け
る
教
師
の
役
割
と
し
て
、
高
次
元
か
ら
学
生
の

活
動
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
し
く
み
。

　
「
参
画
授
業
」
で
は
、
従
来
、
教
師
の
み
が
行
っ
て
い
た
授
業
の

計
画
等
の
領
域
に
学
生
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
教
師
は
こ

の
学
生
の
主
体
的
な
活
動
を
見
守
り
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
“
は
い
ま

わ
り
”
を
脱
し
て
、
学
生
の
”
学
び
”
の
質
を
、
高
レ
ベ
ル
ヘ
引
き

上
げ
る
と
い
う
新
し
い
力
量
が
要
求
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

実
践
欝
例
、

蕩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
授
業
は
、
教
職
課
程
科
目
の
ひ
と
つ
で
、

　
「
生
活
指
導
論
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
履
修
し
た
五
十
名
の
学
生
は
、
中
学
・
高
校

　
の
概
要
と
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
教
師
を
目
指
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
本
授

業
の
最
終
的
な
ね
ら
い
を
「
自
分
自
身
の
生
活
指
導
観
の
構
築
」
に

設
定
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
授
業
の
当
事
者

で
あ
る
学
生
の
「
学
び
へ
の
主
体
性
」
が
芽
生
え
、
自
己
発
見
や
自

己
改
革
に
直
面
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
結
果
的
に
は
、
学
生
が

「
部
分
的
に
参
画
」
す
る
形
態
で
授
業
は
展
開
し
た
。

　
本
授
業
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
上
の
特
徴
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。
第

一
点
は
、
初
回
の
授
業
で
、
現
時
点
で
の
各
自
の
「
生
活
指
導
観
」

を
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
提
出
さ
せ
、
最
終
授
業
で
も
同
じ
テ
ー
マ
で
作

成
し
た
レ
ポ
ー
ト
と
比
較
し
、
半
期
の
授
業
を
通
し
て
自
分
の

”
観
”
に
ど
の
よ
う
な
変
革
が
生
じ
た
の
か
、
客
観
的
に
分
析
さ
せ

た
こ
と
。

　
第
二
点
は
、
本
授
業
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
「
自
分
自
身
の
生

活
指
導
観
」
を
創
り
あ
げ
る
た
め
に
、
　
「
ラ
ベ
ル
」
を
学
生
が
自
己

の
”
観
”
を
形
成
し
て
い
く
た
め
の
思
考
媒
体
と
し
て
用
い
た
こ
と
。

　
第
三
点
は
、
四
回
目
か
ら
九
回
目
ま
で
の
「
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク
」
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
学
生
側
か
ら
の
要
望
を
取
り
入
れ
、
学
生
有
志
に
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表2　「生活指導論」授業経過

回 日　　付 単元 授業のねらい 活　　動　　内　　容

1 9／24

オテ
リ　1

　シ

☆「自分自身の生活指導観」を持とう。 ●「生活指導とは何か」についてのレクチャー

●授業の展開（参加の三段階理論）についてのレクチャー
エ　ヨ

ンン
●自分の現在の生活指導観にっいてのミニ論文を書く

2 10／1 子の
供現

☆子供の生活の現状を踏まえて、班の研究

課題を発見しよう。

●生活指導に関する新聞記事についてのレポートを用

い生活指導に関する記事を図解としてまとめる。

の状
生把 ☆今日の子供の生活をめぐって、その現状 ●「今日の子供の生活をめぐって、その現状・原因・解決策」

3 10／8 活握 ・原因・解決策を考察しよう。 という題で書いたレポートを用いて班単位で話し合う。

☆ラベルワークで各自の考える現状・原因 ○ラベルワーク開始

・解決策をラベル化してみよう。 ●現状班・原因班・解決班の3つにクラスを分ける。

●現状・原因・解決策それぞれについて各々のレポー
4 10／15

トの中より、自分の最も言いたいことをラベルに書

き出す。

●ラベルチェック

5 10／22 ラ
ベ

☆班内の意見をまとめてみよう。

　　　　　　　　　　（その1）

O第1サイクル
　●3班ともに第1サイタル・グルーピング・表札づけ

☆班内の意見をまとめてみよう。 O第2サイクル

6 10／29

ノレ

ワ

（その2） ●1班…第2サイクル・グルーピング・表札づけ

●2班…第2サイクル・グルーピング

●3班…第2サイクル・グルーピング

官
ク

☆現状・原因・解決策それぞれを構造化し O第3サイクル・図解化

てとらえてみよう。 ●1班…第3サイクル・グルーピング・表札づけ図解

化

7 11／5 ●2班・・第2サイクル・表札づけ

第3サイクル・グルーピング・表札づけ

●3班…第2サイクル・表札づけ

第3サイクル・グルーピング・表札づけ

11／6・7・8 自主活動 ☆班で協力して図解を完成させよう。 ○図書館において班単位で図解完成のための活動を行う

☆現状・原因・解決策の関係を構造化して O発表会（その1）

とらえてみよう。　（その1） ●1班発表（現状班）

8 11／12
図 ●質問・コメント・意見

●2班発表（原因班）

解 ●質問・コメント・意見

☆現状・原因・解決策の関係を構造化して ○発表会（その2）
発

とらえてみよう。　（その2） ●3班の発表（解決班）

●質問・コメント・意見
9 11／19

表 ●～問題解決の筋道～についてのレクチャー

「問題意識をはっきりさせ、研究テーマを設定する」

●教科書の各章の分担決め

☆班員相互の生活指導観を見ていこう。 ○“学校としては生活指導にどう取り組んでいるのか、

10 11／26 自指

分導
な

またどう取り組まれてきたか？”について班ごとに見

ていく。

●各班に別れて、自分の担当箇所を発表。

観
り

11 12／10
　の
の
生探

☆体系づけて生活指導観をとらえていこう。

（その1）

○各班で考察した部分の発表会①

　●第2章、第3章2節、第4章を担当班が発表する。

活究

12 12／17
☆体系づけて生活指導観をとらえていこう。

（その2）

○各班で考察した部分の発表会②

　●第2章2節、3節、第3章3節を担当班が発表する。

☆半期を通じての自己、および他者の学び ○最後に

13 1／14

総
の軌跡を見つめてみよう。 ●学びのプロセスチャートの発表会

●ワーカーの役割をみんなに知ってもらうために図解
括

を使って説明。　（女部田）
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よ
る
「
部
分
参
画
」
の
企
画
で
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
で
は
ま
ず
、
先
に
述
べ
た
「
ラ
ベ
ル
ケ
ー
シ

授
業
展
開
の

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ン
」
に
よ
る
学
生
作
品
を
手
掛
か
り
に
授
業
を

考
察

　
　
　
　
　
　
　
考
察
す
る
。

　
そ
の
前
に
、
　
「
感
想
ラ
ベ
ル
」
と
「
P
R
図
解
」
に
つ
い
て
若
干

の
説
明
を
加
え
て
お
こ
う
。

　
「
参
画
授
業
」
で
は
、
毎
時
間
、
授
業
前
と
授
業
終
了
後
に
三
分

程
度
時
間
を
取
っ
て
、
学
生
に
そ
の
授
業
の
感
想
を
ラ
ベ
ル
に
書
い

て
提
出
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
感
想
ラ
ベ
ル
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
授
業
前
に
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
授
業
に
対
す
る
期
待
・
予
想
を
、

授
業
後
に
は
、
発
見
・
気
づ
き
を
書
き
、
一
コ
マ
の
授
業
を
通
し
て

の
自
分
の
気
持
ち
の
変
化
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
促
し
て
い

る
。
こ
の
「
感
想
ラ
ベ
ル
」
を
書
く
こ
と
の
意
味
と
し
て
、
次
の
三

つ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
教
師
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
た
め
の
返
信
機
能
。

②
同
じ
時
間
、
同
じ
場
所
で
席
を
同
じ
く
し
た
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
の

　
交
流
機
能
。

③
毎
回
の
授
業
で
の
学
び
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
文
章
表
現
し
て
、
自
己

　
の
学
び
の
足
跡
と
す
る
記
録
機
能
。

　
こ
の
よ
う
な
感
想
ラ
ベ
ル
を
、
筆
者
は
一
定
期
間
手
元
に
留
め
て

お
い
て
、
学
生
に
ま
と
め
て
返
却
し
、
そ
の
ラ
ベ
ル
を
使
用
し
て
自

分
の
学
び
を
振
り
返
る
た
め
の
図
解
を
作
成
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
図

解
を
「
P
R
図
解
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
図
解
作
り
を
通
じ
て
、

自
己
の
学
び
の
経
過
（
汐
0
8
ω
ω
）
と
成
果
（
響
誓
誘
）
を
視
覚
的

自
覚
的
に
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
で
は
、
具
体
的
に
、
一
学
生
A
さ
ん
の
P
R
図
解
を
使
っ
て
学
生

の
本
授
業
を
通
じ
て
の
考
え
方
の
変
化
を
考
察
し
な
が
ら
授
業
の
流

れ
を
追
っ
て
い
く
。
表
2
、
及
び
図
解
1
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。

尚
、
本
稿
で
は
、
授
業
に
取
り
組
む
姿
勢
の
変
化
を
考
察
の
主
た
る

対
象
と
し
た
の
で
、
A
さ
ん
の
作
品
を
選
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
自
己

の
「
生
活
指
導
観
」
の
変
化
に
注
目
し
た
学
生
作
品
も
多
く
提
出
さ

れ
た
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

　
一
回
目
で
は
、
ま
ず
こ
の
授
業
の
最
終
的
な
ね
ら
い
を
説
明
し
授

業
を
よ
り
参
画
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
三
段
階
理
論
の
説
明
を

行
っ
た
。
さ
ら
に
、
　
「
生
活
指
導
と
は
何
か
」
基
礎
的
な
知
識
を
レ

ク
チ
ャ
ー
し
、
学
生
一
人
ひ
と
り
に
現
時
点
で
の
「
生
活
指
導
観
」

を
書
か
せ
た
始
P
R
図
解
（
図
解
1
）
の
［
A
」
　
「
①
前
途
多
難
で

あ
る
」
と
い
う
感
想
の
よ
う
に
、
今
ま
で
自
分
た
ち
で
授
業
を
作
っ

て
い
く
体
験
が
な
い
現
代
の
学
生
に
は
、
　
「
と
て
も
つ
い
て
い
け
な

い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
不
安
の
気
持
ち
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
二
～
三
回
目
で
は
、
チ
ー
ム
編
成
を
行
い
、
生
活
指
導
に
関
す
る

新
聞
記
事
の
中
で
、
自
分
の
興
味
の
あ
る
内
容
を
も
ち
よ
り
、
チ
ー

一59一
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図解1 学勘プロ亡又図解一撚琶

最初勲舌してば別
テーマ5授皇業が女台まろ ％
後期にkく守んの授業が入り、廊しぼ

いろ．ミの庄落指導わ轍難であるρ

テーマ；最初の搬を受iπの髄・勉

顯肋励循彫聞ukと刎、ちチフと
！￥一ドな網カマ女自まりそクな粥力ぜでき

ましk．

自ケンの寛見をお1袈ろ‘チ1なカマち人1て畜

うこ距、しっが肌k教が終てほう

こUJ鮒U旋。‘‘瀦幻る，9ことは

　裳　すご。

一↓
＿マをし齢マ考舖

①

③

・い凹ノγVシc鴻
〒一マ‘ラ殉レワ〔クをして　　　曜 予マ多発表螺遡にか

ラパルカマまと柔らなく’乙曽労しZしヂま弓ρ

麹て困フてUますρ
　ラ身’て，3、りま　　されそうZl・すo

頑張，⑰今θ中に

しあσ■るρ一ことは

テーマ；今石の授業を終えZ　　　鰯 予マ多今督の授業を

捲．レかりしk覧躯竹翅訪ので・
認しじしまし†こσ自ケアカぜノ￥7ぐカしU’乙・弓。

ス娠エキ桝トしk諏

予マ珍助授知終奴　　’％ 週セ豊ねるごとK、

tてなリ．班動団

な7て銀．④
ラベルを聖3垂庚理結冴フけて：書し1なの

で、ノ脳ヒフまヒまらなくな・てしiまllましτマσ

とにかく眉が納‘得勢証鋸囲申く重点、

幼鴛し駕臨の鄭し陀篇慮し乱た。

テーマラレ叡o一トを壱u　Z 91
掌寂五日制が実苑鍬．学絞ダト肋生

活指導虎肋て顯マれう弱要が庄ひ

てUるヒ』・

予マ；グンレ7唾の銘し合u　　％6

些落綴方運動と1趨制のE本の

脅のあり方の荻さKフロて、

捻初よ伺Kフ成廓戯イ能陶
とする酵拙椀力・・た力糊顯畑

稲継勧なリ1⑱少見フ峰浄ヵぐ

で’歌くる。／勿ことが5を、堀リアげ房え

ろきフか巳7七なンたσ

囹ラ圃レ樋しての鰍

②

E獅落び足リな曜
デマ；舶の授業に遊脚伽．％

聞諏帆とが斑闘碗1’利歎琶慰

る。来週の灘勧形蝕貿請閉虐

殖力闘なカ、衷日．自伽晩齢1

をしたり跨際よく凍フ捌だ鹿力￥1’

わわ、…）なロ，蔦がでるとすぐ：男1考か豊π）P

し嵐慨侮参画kl砿r豚信グ・

ノム、》喝▼乞週しての1子〃 拶 回発表を亀しての
葬マ汚助授業を終えて　　’91

とまヒ8い
友人と互り鳳励ユメンHま初の試み

ケし嘱醍凪脚乱k斌自伽境珈
考　てううの1ふう猟い。　　⑧

チーマ1教禾醤龍と奴　　％
　　　　　　o
葬宕驚表働か奴

教新書の劣担部劒濁表飢鎌
醒わからなU、⑤

搬前」雄1く入ると、・究表

Uくまむ話し合冗リな。癒表

である。⑥
予マルホ鐘鰭収　　　’％

テーマ自イ毒鳳ヲ采亥Uなの1く、　こんなに

」繊暗θて良しゆだううが。
自イ肋教が毅ま弥の弧
轍弓るの耳訊鴬…哩だヒ毘1ク、

テーマ♪轍も　し｝て

灘が粁北闇題提
ましめてくれろので．ホ1イ　卜

燭くな7建田つ。
最初の働硯べて、レ魁陀スラ又ラ

書けるようになフた：のは、自分の考え，

参マまと云・て｛きkカ￥らrごと．毘ジ乙いるσ

魯劣承理解㏄Uなしにとほ

理解碗なし叱兎2て轍

ホゐ 漉しての勃
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ム
内
討
論
を
行
っ
た
。
P
R
図
解
の
［
B
］
を
見
る
と
、
　
「
②
何
を

問
題
と
す
る
か
考
え
出
せ
な
か
っ
た
が
、
　
（
班
員
の
人
と
話
を
す
る

こ
と
で
）
自
分
な
り
に
多
少
見
つ
け
る
事
が
で
き
た
」
と
あ
る
。

　
他
者
と
の
交
流
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
自
分
な
り
の
物
の
見
方
を

改
め
て
問
い
直
し
て
い
る
姿
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
集
団
で
ひ
と

つ
の
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
て
考
え
る
と
い
う
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
授
業
全
体
と
し
て
は
、
あ
ま
り
活
発
な

意
見
交
換
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
図
2
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
は
、
こ
の
時
期
の
学
生
の
参
加
の
程

度
を
、
先
述
し
た
七
つ
の
し
く
み
の
達
成
度
合
い
に
沿
っ
て
表
わ
し

た
も
の
で
あ
る
。
　
「
感
想
ラ
ベ
ル
」
の
導
入
な
ど
か
ら
「
ラ
ベ
ル
ワ

ー
ク
」
の
み
は
充
実
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
し
く
み
は
、
ま
だ
見

ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
三
回
目
の
授
業
の
放
課
後
、
一
人
の
学
生
B
君
が
筆
者
の
研
究
室

を
訪
れ
「
次
回
か
ら
数
回
の
授
業
の
企
画
・
運
営
を
学
生
に
や
ら
せ

て
も
ら
え
な
い
か
」
と
提
案
し
て
き
た
。
筆
者
は
即
座
に
快
諾
し
た
。

こ
う
し
て
、
本
授
業
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
、
学
生
に
よ
る
「
部
分

参
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
四
～
七
回
目
は
学
生
主
催
の
「
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク
」
が
実
施
さ
れ
た
。

一
～
三
回
の
授
業
で
行
っ
た
、
現
在
の
子
供
の
生
活
の
現
状
・
原
因

・
解
決
策
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
出
た
み
ん
な
の
デ
ー
タ
ー
を
整
理
し
、

チ
ー
ム
と
し
て
の
考
え
が
ま
と
ま
る
よ
う
に
、
ク
ラ
ス
を
三
チ
ー
ム

に
分
け
開
始
し
た
。
　
［
C
」
を
見
て
み
る
と
、
　
「
③
み
ん
な
し
っ
か

り
し
た
意
見
を
き
ち
ん
と
言
う
の
で
感
心
し
ま
し
た
。
自
分
が
恥
ず

か
し
い
で
す
」
と
い
う
感
想
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
五
、
六
、

七
回
目
と
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
　
「
④
意
見
交
換
が
活
発
に
な
り
、

班
員
も
団
結
し
、
と
て
も
楽
し
く
な
っ
て
き
た
」
と
い
う
感
想
に
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
ロ

確
か
に
、
教
室
の
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
シ
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

い
た
る
と
こ
ろ
で
　
　
　
　
　
ワ
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

本
質
を
つ
い
た
発
　
　
　
　
　
ツ
　
　
　
　
　
　
　
ゼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ

言
が
飛
び
か
っ
て

い
た
。
誰
一
人
は

集
中
し
て
ひ
と
つ

の
議
論
を
交
わ
し

て
い
る
様
子
に
、

改
め
て
授
業
本
来

の
姿
を
感
じ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
時

期
、
教
室
で
の
活

動
で
は
間
に
合
わ

ず
れ
る
こ
と
な
く
、

図2

スーバーバイズワーク

サポートワー

作品化ワーク

ラペルワークデータベースワーク
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ず
、
放
課
後
自
主
的
に
集
ま
っ
て
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
後

日
談
だ
が
最
初
は
み
ん
な
仕
上
げ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
仕
方
な
く

集
ま
っ
て
い
た
が
、
作
業
が
進
む
に
つ
れ
て
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
楽
し

く
な
り
ア
ル
バ
イ
ト
や
他
の
都
合
を
変
更
し
て
集
ま
っ
て
く
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
　
「
こ
の
授
業
が
一
枚
の
図
解
だ
と
し
た
ら
、

私
た
ち
は
一
枚
一
枚
の
ラ
ベ
ル
で
、
一
人
ひ
と
り
の
居
場
所
が
あ

る
」
と
い
う
感
想
ラ
ベ
ル
が
提
出
さ
れ
た
の
は
こ
の
時
期
で
あ
る
。

授
業
に
自
分
の
存
在
が
反
映
し
て
い
る
と
い
う
自
覚
が
生
ま
れ
た
の

で
あ
る
。
参
画
意
識
の
芽
生
え
で
あ
る
。

　
八
、
九
回
目
の
授
業
で
は
、
完
成
さ
れ
た
図
解
（
図
解
2
は
、
解

決
策
担
当
チ
ー
ム
の
作
品
）
の
発
表
会
を
行
っ
た
。
持
ち
時
間
内
で

い
か
に
分
か
り
や
す
く
自
分
た
ち
の
考
え
を
伝
え
る
か
、
各
班
工
夫

を
加
え
て
い
た
。
こ
こ
で
、
　
「
部
分
参
画
」
は
一
区
切
り
し
て
、
教

師
に
授
業
進
行
の
バ
ト
ン
は
手
渡
さ
れ
る
。

　
図
3
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
は
、
　
「
ス
タ
ッ
フ
ワ
ー
ク
」
　
「
サ

ポ
ー
ト
ワ
ー
ク
」
　
「
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
ワ
ー
ク
」
と
い
っ
た
人
的
資

源
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ
ソ
ー
ス
）
の
か
か
わ
り
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
学
生
有
志
に
よ
る
「
部
分
参
画
」
の
取
り
組
み
が

始
ま
っ
た
こ
と
で
、
学
生
に
授
業
で
責
任
あ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
果
た

す
必
要
性
が
生
ま
れ
、
そ
れ
に
伴
い
参
画
授
業
特
有
の
、
授
業
を
支

え
る
人
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
整
え
ら
れ
て
行
っ
た
こ
と
が
伺
え

る
。

　
十
～
十
二
回
目
は
、

教
科
書
を
使
っ
て
生
活

指
導
に
つ
い
て
班
単
位

で
研
究
し
、
全
体
で
発

表
を
行
っ
た
。
教
科
書

は
あ
く
ま
で
も
ひ
と
つ

の
考
え
方
と
し
て
と
ら

え
、
自
分
な
り
の
生
活

指
導
観
を
探
究
す
る
こ

と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

P
R
図
解
を
見
て
み
る

と
最
初
、
　
「
⑤
発
表
の

と
い
う
不
安
な
気
持
ち

も
見
れ
る
が
、

ま
で
話
し
合
っ
て
い
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

仕
方
が
わ
か
ら
な
い
」
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

フワーク

サポートワー

作品化ワーク

ブレゼンカッション

　　　　　　　ワーク

ラベルワークデータベースワーク
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「
⑥
授
業
前
、
教
室
に
入
る
と
発
表
班
が
納
得
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
あ
る
よ
う
に
周
囲
の
発
表
に
対
す
る
熱

心
な
取
り
組
み
に
刺
激
さ
れ
、
　
「
⑦
他
人
に
わ
か
っ
て
も
ら
う
発
表

を
し
た
い
」
と
い
う
前
向
き
な
姿
勢
に
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
生
懸
命
や
っ
た
こ
と
は
必
ず
自
分
に
プ
ラ
ス
と
し
て
か
え
っ
て
く

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。
ま
た
、
発
表
に
対
し
て
、
コ
メ
ン
ト
を



受
け
渡
し
す
る
作

業
に
つ
い
て
、

「
⑧
自
分
の
意
見

を
認
め
て
も
ら
う

の
は
う
れ
し
い
」

あ
る
い
は
、
「
⑨

自
分
た
ち
が
頑
張

っ
て
し
た
発
表
を

理
解
し
て
く
れ
た

か
ど
う
か
大
変
気

に
な
る
と
こ
ろ
な

の
で
、
コ
メ
ン
ト

が
も
ら
え
る
の
は

本
当
に
う
れ
し

い
」
と
い
う
感
想

が
見
ら
れ
る
。

の
が
わ
か
る
。

スーバーバイズ．プウーク

スタッフワーク

　　　　　　智、　　　　　　　　　ら

ブレゼン

カッション

　　ワーク

サポートワーク

　／

ノ

！
　
　
　
　
、

　
、作品化ワーク

＼

　￥

　　　￥

　　脚　，一舶

ラベルワーク

図4

A
さ
ん
が
、

データペρ一スワーク

明
ら
か
に
参
与
段
階
を
実
感
し
て
い
る

　
最
終
の
授
業
で
は
、
自
分
た
ち
が
作
成
し
た
P
R
図
解
を
見
な
が

ら
半
期
の
自
己
の
学
び
を
振
り
返
り
、
評
価
を
行
っ
た
。
多
く
の
学

生
が
、
毎
回
何
気
な
く
書
い
た
感
想
ラ
ベ
ル
が
、
自
分
の
学
び
を
顕

著
に
表
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
を
感
じ
て
い
た
。

　
こ
う
し
て
授
業
は
終
了
し
た
わ
け
だ
が
、
学
生
に
は
ど
の
よ
う
な

学
び
が
残
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
P
R
図
解
を
作
成
し
た
A
さ
ん
に

よ
る
と
、
①
自
分
の
中
に
問
題
意
識
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
よ
う

に
な
り
、
常
に
自
問
自
答
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
②
ひ
と
つ
の
こ
と

を
探
り
、
考
え
、
人
と
意
見
を
交
わ
す
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
た
。

③
一
生
懸
命
し
た
こ
と
は
何
か
必
ず
得
る
も
の
が
あ
り
、
無
駄
な
経

験
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
と
強
く
感
じ
た
、
と
記
し
て
い
る
。

　
授
業
終
了
時
を
、
図
4
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
あ
ら
わ
し
て
み

る
と
、
　
「
作
品
化
ワ
ー
ク
」
が
充
実
し
て
く
る
。
こ
れ
は
、
各
自
が

「
P
R
図
解
」
や
授
業
の
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
た
こ
と
に
よ
る
。
全

体
的
に
、
七
つ
そ
れ
ぞ
れ
が
充
実
し
て
き
て
は
い
る
が
、
　
「
ス
タ
ッ

フ
ワ
ー
ク
」
は
ま
だ
未
発
達
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
、
個
人
フ
ァ
イ
ル

・
グ
ル
ー
プ
フ
ァ
イ
ル
を
提
出
さ
せ
た
の
で
、
最
終
的
に
は
破
線
で

示
し
た
よ
う
に
「
作
品
化
ワ
ー
ク
」
　
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ワ
ー
ク
」
も

充
実
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
次
に
、
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク
を
提
案
し
、
学
生
に
よ
る

　
学
生
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
「
部
分
参
画
」
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
B
君

　
「
部
分
参
画
」

　
　
　
　
　
　
　
が
作
成
し
た
手
記
を
も
と
に
、
授
業
の
様
子
を
見

て
い
く
こ
と
に
す
る
。
や
や
長
い
引
用
で
は
あ
る
が
彼
の
生
の
声
を

聞
い
て
み
よ
う
。

　
｝
　
教
職
課
程
科
目
の
一
つ
で
あ
る
「
生
活
指
導
論
」
は
、
　
「
他

一64一



人
か
ら
の
う
け
売
り
で
は
な
い
、
自
分
な
り
の
明
確
な
生
活
指

導
観
を
築
く
こ
と
」
を
目
標
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
一
～
二
回
目
の
導
入
授
業
の
後
、
三
回
目
の
授
業
か
ら
、
現

在
の
子
供
の
生
活
の
現
状
と
そ
の
原
因
を
考
察
し
た
。
し
か
し
、

頭
の
中
で
し
っ
か
り
と
整
理
の
つ
か
な
い
人
が
多
く
、
あ
り
き

た
り
の
考
察
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
授
業
終
了
後
、
先
生
に

お
願
い
し
て
み
ん
な
が
書
い
た
感
想
ラ
ベ
ル
を
見
せ
て
頂
い
た
。

す
る
と
、
考
え
が
ま
と
ま
ら
な
い
で
悩
ん
で
い
る
の
は
自
分
だ

け
で
は
な
く
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
悩
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

に
気
が
つ
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
な
ら
ば
、
何
と
か
し
て
み
ん
な

で
こ
の
こ
と
を
解
決
し
て
い
け
な
い
だ
ろ
う
か
思
っ
た
。
そ
ん

な
折
、
以
前
体
験
し
た
「
ラ
ベ
ル
思
考
」
と
い
う
手
法
を
思
い

出
し
、
こ
の
「
生
活
指
導
論
」
で
や
っ
て
み
た
ら
ど
う
か
と
思

っ
た
。
こ
れ
が
、
私
が
「
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク
」
を
提
案
し
た
動
機

で
あ
る
。

　
四
回
目
の
授
業
の
前
に
、
先
生
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
「
ラ

ベ
ル
ワ
ー
ク
を
授
業
に
用
い
た
ら
ど
う
か
」
と
い
う
提
案
を
し

た
と
こ
ろ
先
生
は
「
や
っ
て
ご
ら
ん
」
と
喜
ん
で
賛
成
し
て
く

れ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
や
っ
て
い
く
に
あ
た
り
い
く
つ
か
の

問
題
が
あ
っ
た
。

　
第
一
に
は
、
大
多
数
の
人
が
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク
な
ど
一
度
も
や

っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
い
か
に
わ
か
り
や
す
く
ラ
ベ
ル

ワ
ー
ク
を
説
明
し
て
進
め
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
は
、

自
分
の
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク
ヘ
の
知
識
不
足
を
い
か
に
し
て
補
っ
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
先
生
に
提
案
し
、
承

諾
し
て
も
ら
っ
た
も
の
の
「
み
ん
な
に
自
分
勝
手
な
こ
と
を
押

し
つ
け
て
い
る
だ
け
な
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
不
安
は
、

ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク
の
授
業
を
通
じ
て
消
え
る
こ
と
は
な
く
、
い
つ

の
授
業
に
お
い
て
も
、
勇
気
を
絞
り
な
が
ら
や
っ
て
い
た
。
さ

ら
に
、
ク
ラ
ス
の
中
か
ら
「
難
し
い
」
　
「
訳
が
分
か
ら
な
い
」

「
先
生
に
直
接
教
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
上
り
、

自
分
の
や
っ
て
い
る
こ
と
に
自
信
が
持
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。　

し
か
し
、
作
業
が
進
ん
で
く
る
に
つ
れ
て
、
し
だ
い
に
ク
ラ

ス
内
の
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
き
た
。
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク
は
四
回
目

か
ら
七
回
目
ま
で
と
長
期
の
活
動
に
な
っ
た
が
、
実
際
に
作
品

と
し
て
で
き
上
が
っ
て
く
る
と
、
ク
ラ
ス
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
、

「
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク
っ
て
す
ご
い
」
と
い
っ
た
言
葉
が
聞
こ
え
て

き
た
。
多
く
の
人
が
、
ひ
と
つ
の
作
品
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
自

体
に
興
味
と
感
動
を
示
し
て
く
れ
た
こ
と
が
な
に
よ
り
嬉
し
か

っ
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
発
表
す
る
段
階
に
な
る
と
、
み
ん
な
、

一65一
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自
分
の
発
表
を
良
く
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
授
業
に
対

　
　
す
る
積
極
性
が
出
て
き
た
。
辛
さ
を
超
え
た
学
ぶ
こ
と
の
面
白

　
　
さ
を
知
り
、
本
当
の
意
味
で
授
業
に
参
加
で
き
て
き
た
の
だ
と

　
　
思
う
。

　
　
　
こ
う
し
て
半
期
の
生
活
指
導
論
は
幕
を
閉
じ
た
。
し
か
し
、

　
　
私
の
中
に
は
、
自
ら
企
画
し
、
達
成
し
た
こ
と
へ
の
喜
び
と
同

　
　
時
に
「
自
分
が
や
っ
た
こ
と
は
こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う

　
　
か
」
と
い
う
気
持
ち
が
残
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
折
、
生
活
指
導

　
　
論
を
受
け
た
人
か
ら
手
紙
を
も
ら
っ
た
。
私
は
、
自
分
の
や
っ

　
　
た
こ
と
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
評
価
し
て
く
れ
る
仲
間
が
一

　
　
人
で
も
い
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
、

　
　
初
め
て
、
自
分
の
や
っ
て
き
た
こ
と
が
、
し
っ
か
り
み
ん
な
に

　
　
伝
わ
り
、
み
ん
な
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で

　
　
あ
る
。

　
　
　
私
は
こ
の
授
業
を
通
じ
て
、
　
「
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
は
人
と

　
　
の
相
互
の
「
学
び
合
い
」
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

　
　
悩
む
こ
と
も
苦
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
人
と
の
学
び
合

　
　
い
を
通
じ
て
創
造
す
る
こ
と
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
さ
ら
な

　
　
る
学
び
へ
の
意
欲
を
か
き
た
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
彼
の
手
記
か
ら
も
伺
え
る
よ
う
に
、
こ
の
問
の
授
業
に
お
け
る
企

画
・
運
営
は
、
学
生
有
志
に
よ
っ
て
主
体
的
に
行
わ
れ
た
。
各
チ
ー

ム
の
リ
ー
ダ
ー
が
自
分
の
チ
ー
ム
を
良
く
引
っ
張
っ
て
、
彼
を
サ
ポ

ー
ト
し
た
こ
と
も
特
筆
に
値
す
る
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
ク
ラ
ス
と

い
う
共
同
体
が
、
自
ら
立
ち
上
が
り
一
体
と
な
っ
て
「
生
活
指
導

観
」
を
構
築
す
る
と
い
う
知
的
生
産
活
動
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
学
生

は
、
結
果
的
に
自
分
な
り
の
考
え
方
を
視
覚
的
に
表
す
手
段
を
体
得

し
た
。
同
時
に
、
授
業
自
体
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
の
意
味
が
実
感

と
し
て
把
握
で
き
、
本
当
の
意
味
で
の
”
学
び
の
所
有
者
”
と
し
て

の
自
覚
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　
以
上
、
　
「
生
活
指
導
論
」
の
実
践
事
例
に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
き

た
が
、
本
授
業
で
は
、
す
べ
て
の
学
生
が
直
接
参
画
的
な
取
り
組
み

は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
わ
ず
か
四
回
の
「
部
分
参
画
」
と
い

う
形
で
展
開
し
た
。
し
か
し
、
A
・
B
両
君
の
作
品
が
如
実
に
示
す

よ
う
に
、
B
君
の
体
験
を
間
接
的
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
参
画
的
経

験
を
全
員
が
共
有
化
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
に

提
出
さ
れ
た
学
生
の
諸
作
品
が
証
明
し
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
全
員
の
学
生
が
、
最
初
の
自
分
の
考
え
方
の
枠
を
越

え
て
、
自
分
な
り
の
「
生
活
指
導
観
」
の
”
原
型
”
を
構
築
で
き
た

こ
と
は
、
提
出
さ
れ
た
作
品
で
確
認
で
き
た
。
こ
の
”
観
”
の
変
容

・
形
成
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
た

い
。
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「
参
画
授
業
」
に
、
暗
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
る
ね
ら
い
の
一

つ
は
、
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
が
な
い
、
言
え
な
い
、
書
け
な
い
と

い
う
自
己
の
表
現
能
力
の
貧
弱
さ
を
、
学
生
が
自
分
自
身
で
直
視
せ

ね
ば
な
ら
な
い
事
態
に
直
面
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
大
学
で
一
般
に

行
わ
れ
て
い
る
授
業
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
学
生
が
陥
る
よ
う

な
場
面
は
少
な
い
。
従
っ
て
多
く
の
学
生
は
、
こ
の
よ
う
な
場
面
を

自
分
自
身
、
ま
た
は
仲
間
で
解
決
し
て
い
く
手
段
を
知
ら
な
い
。
例

え
ば
、
チ
ー
ム
で
討
論
や
研
究
活
動
を
行
わ
せ
よ
う
と
し
て
も
、
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か
ま
る
で
要
領
を
得
な
い
学
生
が
多
い
。

　
実
は
、
こ
の
事
実
に
筆
者
自
身
愕
然
と
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
、
こ

の
参
画
授
業
を
開
発
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
も
う
十
七
年
も
前

の
事
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
の
背
景
に
は
、
そ
れ
ま
で
彼
ら
が

学
ん
で
き
た
学
校
教
育
に
お
い
て
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
引
き
つ
け

て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
解
決
の
状
況
設
定
が
充
分
な
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
、
受
験
勉
強
さ
え
し
て
い

れ
ば
良
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
個
人
で
ま
っ
た
く
未
知
の
問

題
を
解
決
し
て
い
く
必
要
も
な
く
、
ま
し
て
集
団
で
一
つ
の
こ
と
を

問
題
解
決
的
に
探
究
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
考

え
て
く
る
と
、
教
師
・
学
生
双
方
の
問
題
解
決
活
動
に
よ
る
「
参
画

体
験
」
の
不
足
が
今
日
の
大
学
教
育
の
危
機
の
根
底
に
あ
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
解
決
す
る
た
め
の
一

方
法
論
と
し
て
「
参
画
授
業
」
を
紹
介
し
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
で
今
、
学
生
に
と
っ
て
最
も
必
要
な
こ
と
は
、
授
業
が
、

彼
ら
の
生
き
方
を
真
剣
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
”
学
び
の
場
”
と
し

て
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
に

と
っ
て
、
生
き
方
が
問
わ
れ
る
よ
う
な
、
他
人
事
で
は
な
い
切
迫
し

た
場
面
状
況
が
、
授
業
の
中
に
出
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
二
人
の
学
生
の
作
品
に
は
、
ま
さ
に
こ
の
状
況
が
良
く
現
れ
て
い

る
。
A
さ
ん
の
「
P
R
図
解
」
を
見
る
と
、
　
「
当
惑
と
期
待
↓
不
安

と
模
索
↓
自
省
と
達
成
」
と
い
っ
た
矛
盾
の
段
階
を
克
服
し
つ
つ
、

学
び
が
深
化
し
て
い
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
プ
ロ
セ

ス
は
、
　
「
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク
」
を
企
画
し
た
学
生
B
君
の
手
記
の
中
に

も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
当
惑
・
不
安
・
自
省
の
中
に
も
、
そ

れ
ら
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
の
自
ら
の
意
志
に
よ
る
、
さ
ら
な
る

学
び
へ
の
模
索
と
そ
の
克
服
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は

「
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク
」
と
い
う
手
段
を
使
い
、
チ
ー
ム
の
問
題
を
整
理

し
、
解
決
し
て
い
っ
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
、
仲
間
の
支
え
の
あ
り

が
た
さ
を
実
感
し
、
授
業
自
体
を
み
ん
な
で
良
く
し
て
い
こ
う
と
す

る
、
真
に
主
体
的
な
参
加
の
姿
勢
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
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の
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
、
参
画
授
業
が
教
育
目
標
と
す
る
「
参
画
力
」

が
育
ま
れ
て
い
く
確
か
な
プ
ロ
セ
ス
な
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
A
さ
ん
の
図
解
の
［
E
」
の
表

題
に
な
っ
て
い
る
「
ま
だ
ま
だ
学
び
足
り
な
い
」
と
い
う
感
想
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
授
業
半
ば
に
し
て
、
主
体
的
な
学
び
と
は
何
な
の
か
、

ど
う
す
る
こ
と
が
参
画
な
の
か
が
感
覚
と
し
て
確
か
に
つ
か
め
て
き

た
現
れ
で
あ
る
。
参
画
授
業
の
体
験
を
通
じ
て
、
自
分
が
今
、
主
体

的
で
あ
る
か
否
か
の
自
己
評
価
力
が
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
自
己
の
学
び
を
自
ら
評
価
し
な
が
ら
、
自
ら
の
学
び

を
押
し
進
め
て
い
く
力
の
形
成
こ
そ
、
　
「
参
画
力
」
教
育
の
も
う
一

つ
の
主
眼
で
あ
る
。

　
今
後
、
大
学
の
サ
バ
イ
バ
ル
を
め
ざ
し
て
、
学
び
の
質
と
い
う
点

か
ら
の
吟
味
を
行
う
時
、
学
生
自
ら
が
、
大
学
と
い
う
学
び
舎
に
根

を
張
り
、
し
っ
か
り
と
授
業
に
か
か
わ
り
、
こ
れ
を
担
え
る
力
を
つ

け
る
よ
う
な
教
育
シ
ス
テ
ム
が
、
必
要
と
さ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

参
画
授
業
の
理
論
と
方
法
は
、
こ
の
、
　
「
真
に
主
体
的
に
学
び
に
参

加
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
実
感
を
持
っ
て
直
接
体
験
す
る
こ
と
を

根
本
的
な
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

□

□

い
う
の
は
、
　
「
参
画
授
業
」
を
体
験
し
た
大
学
院
生
、
学
部
生
が
貴

重
な
協
力
を
惜
し
み
な
く
与
え
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

本
稿
は
、
現
在
「
参
画
」
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
い
る
竹
迫
和
代

（
日
本
大
学
大
学
院
）
を
中
心
に
、
　
「
部
分
参
画
」
を
提
案
・
実
行

し
た
女
部
田
武
史
（
武
蔵
大
学
経
済
学
科
四
年
）
、
さ
ら
に
本
方
式
に

関
心
を
持
つ
中
原
リ
サ
（
武
蔵
大
学
金
融
学
科
二
年
）
と
筆
者
の
合

作
で
あ
る
。
特
に
、
図
1
は
竹
迫
の
工
夫
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
レ

ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
は
、
女
部
田
、
竹
迫
の
工
夫
で
あ
る
。

　
も
し
本
稿
が
、
い
き
い
き
し
た
学
生
の
息
吹
を
伝
え
得
た
と
す
れ

ば
、
こ
れ
ら
の
学
生
諸
君
の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
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と
こ
ろ
で
本
稿
は
、
ま
さ
に
学
生
参
画
的
に
作
品
化
さ
れ
た
。

と


